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「学生諸君、図書館で飛行機になろう！」                    
21 世紀アジア学部准教授  桑田 てるみ 
 
 
図書館で学生のみなさんを眺めていると、い
つも思い出す文章がある。それは、外山滋比古
著『思考の整理学』の中の「グライダー」とい
う文章である。 
みなさんはグライダーをご存じだろうか。グ
ライダーにはエンジンがないので、空を飛ぶと
きには他の飛行機に引っぱってもらい上空に
飛びあがる。この文章はそのグライダーを人間
に置き換え述べている。一部を紹介しよう。 
 
学校の生徒は、先生と教科書にひっぱられ
て勉強する。自学学習ということばこそある
けれども、独力で知識を得るのではない。い
わば、グライダーのようなものだ。自力では
飛び上がることができない。  ～中略～  
優等生はグライダーとして優秀なのである。
飛べそうではないか、ひとつ飛んでみろ、な
どと言われても困る。指導するものあっての
グライダーなのである。 
 
つまり、先生や教科書に従いしっかりと勉強
できる人は、グライダーとして優秀ということ
だ。しかし、グライダー人間は指示がないと自
分では飛べない。教えてもらわないとどうした
らいいのかわからない。一方、飛行機人間は、
自分が飛びたいときにはいつでも飛ぶことが
できる能力がある。自分で調べたり考えたりで
きる、「自分なりの学習」ができる人間という
ことである。 
小中高の時代は、優秀なグライダーになれば
それで良かったかもしれない。しかし、これか
ら社会に出ていく大学生は、そうはいかないだ
ろう。知識の蓄積と伝達に優れたコンピュータ
利用があたりまえの現代社会では、多尐知識が
豊富でも自分の頭で考えたり判断ができない
指示待ちのグライダー人間などいらないから
である。これまでグライダー人間として生きて
きた者はエンジンを搭載する必要があること
を、この文章は訴えている。 
みなさんも早急に「自分なりの学習」ができ
るエンジンを積み込まなくてならないのだが、
そのための飛行機工場が皆さんの身近に存在
していることに気が付いているだろうか。その
身近な飛行機工場とは、「大学図書館」である。 
大学生は、疑問をさまざまな方法で解決した
うえで何らかの新しい知識や方法などを生み
出す「研究」をしなければならない。大学は「自
分なりの学習」の方法を学ぶ場でもあるのだ。
そして、その大学の心臓部、研究の心臓部と呼
ばれるのが図書館である。図書館には研究のた
めの材料が、紙媒体だけではなくデジタル資料
まで豊富に揃っている。必要ならば他の大学や
海外からも資料を取り寄せてくれる。また、み
なさんの自主的な学習を様々な面から支援す
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るためのスタッフが存在する。つまり図書館と
は、調べて考える、まとめて表現するという知
的な活動を全面的に支援してくれる場であり、
「自分なりの学習」ができる場なのだ。だから、
大学図書館は飛行機工場といえるのである。 
飛行機工場の中でも、国士舘大学の図書館は
先進的な工場だといえる。大学における研究の
すべてを記録した情報リポジトリ「kiss」を用
意し Web公開している。そこに収集されたもの
は、論文、映像、教材などメディアを問わない。
他にはない学習支援環境、研究支援環境を整え
ているのだ。 
このように優れた飛行機工場も使い方次第
である。課題として指示されたことだけを調べ
たり勉強したりするだけの受動的な図書館利
用では、いいエンジンを搭載することはできな
い。ましてや講義を聞いているだけの大学生活
ではいつまでたっても「グライダー」のままだ。
講義を聞いたら自らの問題意識を持ち、自主的
に図書館を活用した研究を行ってほしい。「自
分なりの学習」方法を確立してほしい。図書館
では先進的な機能を整え、エンジンを搭載する
みなさんを支援するために、いつでも扉を開け
て待っているはずである。 
 
だから、「図書館で飛行機になろう！」 
 
図書館にいると「グライダー」の文章を思い
出すのは、学生のみなさん全員に大声でそう呼
びかけたいといつも思っているからである。 
 
 
参考文献：外山滋比古『思考の整理学』筑摩書
房 1986 
    
 
 
（ くわた・てるみ＝図書館学 ） 
 
 
 
 
 
 
 
植田 英範 Hidenori Ueda                                                       
イブラリ・クラウド 
 
米 MIT の学術リポジトリツール D-Space は、
本学が開発した（2002～）「kiss」のライバル
ですが、いま Niiの主導による国公立大中心の
学術情報基盤整備事業によって導入が増加し
ています。そこで、「kiss」によるこれとの差
別化を見て頂きたいと思います。 
「kiss」は、学術データベースに珍しく、ど
んなリッチコンテンツでも搭載できるマルチ
型、しかも Google より 4 年も前に一元検索が
出来ていて、世界で初めてケータイによる機関
リポジトリ検索さえ実現しています。103 イン
チプラズマＴＶを備えたＡＶホールは世界へ
ライブ配信できますが、それを「kiss」にアッ
プすれば即オンデマンドコンテンツに。今後モ
バイル iMAX などで 64～100Mbps 級の高速無線
ＬＡＮが普及すれば（2年後予定）、走る電車や
世界中が「何処でもキャンパス」になる。また、
多元横断検索機能は、これも世界初ですが、イ
ンターネット上のグリッドを構成する「kiss」
サーバそれぞれの横断先各サイトのその先ま
で芋ずる式に情報を探し出してきます。これで、
情報検索の素人が他サイトの経験的ノウハウ
を拝借して玄人並みになれる。こうした「知り
たいことを即提供」の徹底は、D-Space やこれ
までの Web 検索ではマネが出来ず、かなり即戦
力になる。 
さらに、「パーソナル kiss」という個人専用
Web スペースは、これも世界初の試みですが、
本学の学生教職員全員が自分で開設できる
（2008～）「知」の保管庫です。つまり、自分
のデスクトップがクラウドに置かれ、図書館が
それを利用者に代わって生涯管理するという
シロモノです。自作ドキュメントやノート、ダ
ウンロードなどをここにドラッグ＆ドロップ
するだけでいい。即、全文検索ができるだけで
なく、大学の学術リポジトリ「kiss」とも同期
出来る。膨張する情報をパーソナライゼーショ
ンし、煩わしいファイル管理から解放されるだ
けでなく、これの切り貼りから新しいコンテン
ツが迅速に創れるようになります。つまり、効
ラ 
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率を求めるビジネスでは、この「創造の手助け」
は生産性に貢献する。 
また、一方で図書館は、所蔵資料のコピー＆
ネット転送など、手許に情報を届けるためあら
ゆる手段を活用し、どんな質問にも応えられる
よう「教えてナビ」と称すレファレンス態勢も、
専用「ブログ」などで整えつつある。いま「kiss」
のネットワーク化を図っていますが、これは知
的生産経済社会、生涯学習社会に欠かせざる国
策的基盤整備と云えます。 
これからの時代、Googleや「kiss」などのク
ラウド資源活用スキルが、格差の原因になる可
能性が大きい。ライブラリ・クラウド･･･どん
なときにも、どこへでも、過去の蓄積情報や、
大学及び自己の「知」の持ち歩きを可能にしま
した。 
（図書館事務部長） 
   
 
 
 
 
 
 
お知らせ                                                        
 
■恒例の選書ツアー参加学生を募集 
 
 
本学在学生が書店で選んだ本を蔵書とする今年度２回目の「選書ツアー」
を実施します。詳しい内容については、以下のとおりです。なお、ホームペー
ジ、ポスター、学内掲示板等でお知らせしていますので、ふるってご応募くだ
さい。定員超過のため、前回参加できなかった学生の方、どうかお見逃しの
ないように！ 
■募集要領 
◇募集期間：2008年 11月 10日（月）～11月 26日（水） 
※ただし定員になり次第、締め切ります。 
◇対  象：本学学部生 
◇定  員：先着 15名  
◇実施日時：2008年 11月 28日（金）午後 1時～3時 
◇場  所：紀伊国屋書店 新宿南店 
      （サザンシアター紀伊国屋書店 タカシマヤとなり） 
■実施要領 
◇選書基準：大学図書館の蔵書として相応しいもの 
◇予算上限：１人につき３万円まで 
→選んだ本は優先的に学生バイヤーに貸し出されます。 
→図書館に所蔵していない本であれば、何冊でも選べます。 
■お申し込み 
中央図書館（世田谷）・鶴川図書館・多摩図書館の１階総合カウンターにてお申し込みください。 
■お問い合わせ 
国士舘大学附属図書館「選書ツアープロジェクト委員会」 
電話：０３－５４８１－５８４１ 
 
 
■小学校の教科書を収蔵 
中学校・高校についても今年度中に整備を予定 
初等教育を専攻する学生の利用に資するため、図書館では小学校の各教科・各学年の教科書の収蔵作業を進め
ています。教科書は他の図書と分離して、中央図書館５階Ｇブロックに配架されています。ＯＰＡＣ検索では、キーワー
ド欄に「教科書 教科名（※）」（AND検索）、請求記号欄に「小」と入力して検索をしてください。教科名のところは、各教
科名（例：国語）を入力してください。鶴川図書館及び多摩図書館所蔵の各学校の教科書については、従来どおり他の
図書と一緒に配架されています。 
なお、中学校・高等学校の教科書についても、今年度中に受け入れを行い、整備する予定で準備を進めています。 
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ＬＩＢＲＡＲＹ ＮＥＷＳ ＆ ＥＶＥＮＴ 
 
■館内で水中写真展「海中快晴」を企画 
水中写真家・大門直樹氏の作品２０点を展示 
  
 9月 19日(金)～27日(土)の約２週間にわたって、水中写真家であり本学文学部職員の
大門直樹（だいもん・なおき）氏の水中写真展「海中快晴」を中央図書館３階グループスタ
ディ室で開催しました。今回の写真展は、去る７月、新宿・ニコンサロンで展示された氏の写
真110点のうちの20点。当館から大門氏に対し、学内での展示を要望したところ、快く応じ
ていただき実現しました。 
 会場となったグループスタディ室では、氏の作品をスライドショーで上映したほか、環境問
題や海洋動植物に関連する所蔵図書の展示を行いました。 
 入館者に対して行ったアンケートでは、「すばらしい写真に心が癒された」、「他の作品もぜ
ひ見てみたい」など、次回の開催を要望する声が多く寄せられました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■図書館ガイダンスを実施～法律学科１年生を対象 
法律専門文献の探し方を中心に 
 
中央図書館では秋期においても、１年生を中心にしたガイダンスを実施しています。
10 月は主に法学部法律学科１年のプレゼミＢの約 130 人を対象に４回に分けて開
催しました。春期において実施した図書館の利用に関する基礎的な内容をさらに掘り
下げて、法学専門の文献情報に特化したデータベースの利用についてレクチャーしま
した。 
主な会場は、梅ヶ丘校舎５階端末室。法学部生にポピュラーな用語・判例などを
ピックアップしたレジュメに沿って、法学文献データベースを活用した演習問題に取り
組みました。法律文献に特化した内容とあって、受講した学生たちは、講師である図
書館員が検索のポイントを伝えると、すかさず書き留めるなど、真剣に取り組んでいま
した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
▢法律文献の種類や調べ
方についてパワポでの説明
の後、演習問題にとりかかり
ました。 
 
 
▢開催を知らせるポ
スター 
▢権利の乱用？ 
いや、「濫用」です。 
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開館スケジュール（11月～１月） 
 
▼中央：中央図書館(世田谷) ▼鶴川：鶴川図書館 ▼多摩：多摩図書館 
＜開館時間＞日曜・国民の祝日・創立記念日・年末年始は休館 
中央：月～金 8:40～21:20／土 8:40～19:20    鶴川：月～金 8:40～18:50／土 8:40～16:50 
多摩：月～金 8:40～18:50／土 8:40～16:50 
■休館日（日曜・祝日以外） 
１１/ ４(火)： 全館（創立記念日のため） 
１１/ ７(金)、８(土)： 多摩（多摩祭のため） 
  １１/２０(木)、２１(金)： 多摩（推薦入試のため） 
１１/２９(土)： 全館（24日の振替休業のため） 
１２/２９(月)～１/ ５(月)： 全館（冬季一斉休業のため） 
■臨時開館 
１１/２４(月・勤労感謝の日)： 全館（授業日のため）  
■開館時間の短縮 
１１/２０(木)、２１(金) ９：２０～１６：４０： 中央、鶴川（推薦入試のため） 
１２/２６(金)、２７(土) １０：００～１４：５０： 全館（冬季授業休業のため） 
 
※開館についての最新の情報は、図書館ホームページの開館カレンダーでご確認ください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
□□□□□□□□□□□□□□□□□編集後記□□□□□□□□□□□□□□□□□ 
各地で初雪の便りが聞かれるようになりました。４月にキャンパスが拡充され学生数も倍近くになった世田谷ですが、
中央図書館では、日頃のマナー向上の呼びかけの成果でしょうか、館内は学生数が増加する以前よりも静かな空間を
保っているこの頃であります。むしろ静粛にしなければいけないのは、業務連絡などでついつい声のトーンが高くなってし
まう教職員の方かもしれませんね。。。静かな館内にいると、政治、経済、教育、地球環境など、昨今の激動の世情が
感じられないほどです。とはいえ、図書館には本、雑誌、新聞、Web コンテンツ、映像資料など様々な情報や資料がそ
れぞれの使命をもって日々届けられています。図書館職員は、それらの情報を選び抜き、粛々と受け入れ、準備を整え
てそれらを必要とする利用者の方々が訪れるのを静かに、けれども熱い気持ちでお待ちしているのです。（M） 
 
＊ 
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